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本日の報告事項

①調布駅前広場のマルシェ開催について

②教育施設整備の充実について

③食物アレルギー事故の再発防止

～委員～

◎福田 貴史
○武藤 千里
雨宮 英雄
鮎川 有祐
井上 耕志
小林 市之
田中 久和

調布市議会 第１回定例会報告会

○当委員会が市政で担当している主な分野

➮市内小中学校運営や教育行政の運営

➮図書館、公民館、博物館など、社会教育分野

➮芸術・文化振興、生涯学習、市民活動、地域コミュニティー

➮観光・産業振興、映画のまち調布の推進

➮市民スポーツ振興など

文教委員会
審査予算額は、
・教育 約５３.８億円
・生活文化 約２９.２億円
その他商工、労働、農業費

（人件費を除く）

委員会審議の模様
（インターネット中継画面）

文教委員会の委員

◎福田 貴史

○武藤 千里

雨宮 英雄

鮎川 有祐

井上 耕志

小林 市之

田中 久和

◆審査予算

○教育部 年間予算

約５３億７７００万円（人件費を除く） 前年比２．０％減

・食物アレルギーの再発防止対策の継続

・各中学校への防災ヘルメット購入費（新規事業）

○生活文化スポーツ部 年間予算

約２９億１７００万円（人件費を除く） 前年比２．２％増

・文化施設・コミュニティ施設、スポーツ施設の整備費

・駅前広場を利用したマルシェの開催

①調布駅前広場のマルシェ開催について

②教育施設整備の充実について

③食物アレルギー事故の再発防止について

≪本日の報告事項≫
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調布駅前広場の
マルシェについて

マルシェとは…
フランス語で「市場」のことです。

6

調布市中心市街地活性化プラン

「魅力的な駅前広場の整備と活用」

その具体的な活性化プランの一つに，
現在，段階的な整備を計画している駅前
広場等の空間を最大限活用した

[マルシェ等]の開催 を計画

◆実施主体：市，観光協会，商店会
◆内容：市内特産品等を販売するマルシェ

やミニ屋台村を開催

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%83%A9%E3%83%B3%E3%82%B9%E8%AA%9E
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調布駅前広場のイベントスペース

7

調布駅前広場の暫定活用
：社会実験としてのマルシェ
や各種イベントの開催

Q、「今後、マルシェ
をどのように展開しい
ていくの？」

「駅前広場マルシェ開催について」 委員会審議での要望

A、６月から１１
月まで第１土日
に開催していく！

Q、「駅前広場の
現状はどうなって
いるの？」

Q、「調布のお店
は少ないのでは？
」

地域の理解がないと
継続は不能。さまざま
な方々に配慮を！

A、１年間限
定で土地空間
を活用する！

A、洗練されたお
店を駅前広場で。い
ろんな団体に活用し
てもらう

調布マルシェについて？

学校施設の充実について

・校庭の芝生化

・特別教室の空調施設

・給排水管などの施設整備 など

≪議論となった施設整備≫

耐震化が完了した市内小中学校

国領小学校の校舎

校庭の芝生化について

年間の維持管理費＝７校で６４９．５千円

季節により芝を入れ替えるなど試行錯誤

特別教室の空調設備について

１教室約５５０万円 合計８～９億円

平成３０年までに整備できるよう、今後協議

飛田給小学校の図書館の空調設備
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給排水管などの設備について

多摩川小学校の直結給水施設

引き続き予算化の努力と保守点検の徹底を

食物アレルギー事故
・平成２４年１２月２０日 市内小学校

・小学５年の女児が給食後、体調不良を訴え病院に搬送

・食物アレルギーによるアナフィラキシーにより死亡

・再発防止のため、さまざまな取り組みを行う

事故後の主な取り組みについて

＜平成２５年＞

・３月
調布市立学校児童死亡事故検証委員会が報告書を作成

・７月
アレルギー事故再発防止検討委員会が結果報告書をまとめる

・９月
慈恵第３病院アナフィラキシー対応ホットラインの運用開始

・１０月
緊急時の連絡手段の確保として、PHS１３６台（小学６・中学２）を市立学校に
配布
トレイ、食器に色分けを実施

・１２月
毎年１２月を「いのちと心の教育」月間とする

再発防止に向けた取り組みについて

Q、学校給嘱託専門員配置の狙いは

A、専門知識を有する人に幅広く活躍してもらう

Q、慈恵第三病院とのホットラインの実績は

A、昨年９月以降、小・中学校合わせて１３件

エピペンについての質疑・要望

エピペンとは…
アナフィラキシーがあらわれたときに使用し、医師の治療
を受けるまでの間、症状の進行を一時的に緩和し、ショッ
クを防ぐための補助治療剤（アドレナリン自己注射薬）。

・先駆自治体として、エピペン使用についての見解は？

・「教職員も積極的に打つよう深まってきた。
重要案件の１つととらえる」

・（打つことに）ためらわないよう、取り組みを継続して

エピペントレーナー

平成２６年度 調布市一般会計予算
（文教委員会所管部門）

採決の結果

全員異議なく、原案を了承
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文教委員会報告を終了いたします

ご清聴

ありがとうございました

委員一同


